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＜連絡事項＞

・特記事項なし

＜患者様連絡事項＞

・柳杭田　かつ子様～本日、家族様から架電あり。南山苑への申し込みはしていないとの事。早目の申し込みと、他にもいくつか申し込んだ方が良い旨伝えている。
· 竹園　卓夫様～バイタル異常なく、酸素飽和濃度の低下なし。食事は全量摂取されてい

る。本日、排便なく、継続指示にてGE60ml施行している。

＜隔離入室患者様ケース検討＞
・畑中　成夫様～時間隔離継続中。右手を挙上するなどの奇異行為見られている。挨拶行為や女性患者様への話し掛け多く聞かれている。引き続き、精神状態の観察と病状評価を行い、他者トラブルに注意し看護介入していく。

・木村　格治様～疲労感の訴え聞かれている。易怒性、興奮なく経過。ホールで過ごしているが、他者交流見られ、トラブル無く経過している。引き続き、精神症状の観察と日常生活面での援助を行っていく。
＜要注目患者様ケース検討＞

・犹守　サナ様～食事は朝昼エプリッチ全量摂取している。時折むせ込みみられる。痰絡みあり、適宜吸引施行している。酸素飽和濃度の低下なし。不穏なく、疎通良好。引き続き、身体症状の観察とケアを継続していく。

・福田　義男様～車椅子で過ごされているが、帰宅要求強く、ホール内を落ち着き無く徘徊されており、ドア叩き見られている。説明には聞き入れること出来ている。引き続き精神症状の観察と他者トラブルに注意していく。

· 高田　マキ様～妊娠妄想聞かれ、内服を拒否する事あるが再三の促しにて内服している。

日課支障なく行っている。引き続き、精神症状観察していく。

· 野月　利章様～タバコを取られたと頻回に訴え聞かれ、過度にステーションへ取りにき

ている。喫煙回数も頻回に見られている。引き続き、精神症状観察し、自己管理ができる様関わっていく。

＜措置入院患者様ケース検討＞

・藤井　崇史様～声高での挨拶聞かれているが他者トラブルはない。引き続き、精神状態の観察・他者とのトラブルに介入していく。
・高橋　伸治様～余暇時は自室で臥床して過ごしている。独語聞かれることあるが幻聴や被害妄想についての訴え聞かれず、臥床して過ごされている。
· 吉島　知寿子～上半身の振戦あるが、日課支障なく行っている。スマートフォン届いて

おり7/29(金)に三浦PSWと一緒に開通している。スマートフォン頻回に使用しているがマナーは守る事出来ている。

＜本日の入院＞

日　　時：7月30日　13：20

病棟病室：東病棟Dユニット19号室

氏　　名：平山　敬之様

生年月日：S60年5月5日　31歳

性　　別：男性

病　　名：双極性障害

入院形態：医療保護入院

担 当 医：田名部Dr

 　

＜経過＞

  平成16年当院初診。Ｈ19年終診していたが、Ｈ22年より再度通院を再開。薬物治療していたが、服薬状況は曖昧で通院状況は不定期であった。　Ｈ28年に入り仕事がうまくいかない、対

人関係で悩むことがあり、周囲に対する不信感、両親に対する攻撃、拒絶などがあり情動の不安定さが顕著で、言動のまとまりのなさがあり、7/13久々に当院受診。内服薬処方となったが、

服用しておらず、家庭内で本人への対応に困り両親に対しての介入への抵抗、拒絶が顕著で母様が疲弊している状況である。自宅で対応困難な状況となっており本日受診した際、主治医より本人へ入院治療を勧め拒否はないものの、やや抵抗を示している状況だったため、本日13：20東病棟Dユニット19号室へ医療保護入院となる。

